
人
口
減
少
の
悪
影
響
は
さ

ま
ざ
ま
だ
が
、
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
の
経
営
戦
略
に
か

か
わ
る
懸
念
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
地
域
経
済
の
縮
小

だ
。
人
口
減
少
で
、
地
域
経

済
の
内
需
を
支
え
る
住
民

数
、
外
需
を
支
え
る
労
働
力

が
減
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ

れ
は
避
け
が
た
い
事
態
だ
。

地
域
経
済
へ
の
影
響
を
緩

和
す
る
に
は
、
労
働
生
産
性

を
高
め
１
人
当
た
り
の
生
産

額
と
所
得
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
。
有
効
な
手
段
は
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
向
上
」
と
な

る
。
企
業
経
営
に
と
っ
て
、

生
産
量
当
た
り
の
光
熱
費
を

減
ら
せ
ば
そ
の
分
純
益
を
生

む
が
、
地
域
エ
ネ
産
業
に
は

売
上
減
を
意
味
す
る
。
し
か

し
、
そ
れ
を
妨
げ
れ
ば
地
域

経
済
の
生
産
性
が
上
が
ら

ず
、
人
口
減
に
比
例
し
て
内

需
が
減
少
し
、
地
域
エ
ネ
産

業
に
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
も
た

ら
す
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
だ
。

も
う
一
つ
は
、
人
口
密
度

の
減
少
だ
。
地
方
都
市
を
分

析
す
る
と
、
人
口
減
イ
コ
ー

ル
都
市
域
面
積
減
で
は
な

く
、
拡
大
し
て
い
る
場
合
す

ら
あ
る
。
こ
れ
は
、
地
域
エ

ネ
産
業
に
は
顧
客
当
た
り
の

コ
ス
ト
増
を
意
味
す
る
。
都

市
ガ
ス
で
あ
れ
ば
導
管
延
長

当
た
り
の
顧
客
減
少
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
で
あ
れ
ば
１
日
に
ボ
ン

ベ
交
換
で
き
る
世
帯
数
減
少

と
な
る
。
経
営
合
理
化
策
に

も
、
必
ず
限
界
点
は
あ
る
。

長
野
県
の
場
合
は
２
０
０

０
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
が

始
ま
っ
た
が
、
市
街
地
面
積

は
微
増
・
横
ば
い
傾
向
が
続

く
。
郊
外
の
宅
地
開
発
が
続

い
て
い
る
か
ら
で
、
他
の
地

域
も
同
様
だ
。
顧
客
総
数
は

減
る
の
に
、
郊
外
の
需
要
に

対
応
し
た
設
備
投
資
が
必
要

と
い
う
、
収
益
を
上
回
る
コ

ス
ト
増
の
方
向
に
進
ん
で
い

る
。
地
域
エ
ネ
産
業
は
、
従

来
通
り
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続

け
て
い
る
と
、
破
局
へ
の
秒

読
み
が
始
ま
っ
て
し
ま
う
。

省
エ
ネ
と
都
市
域
抑
制

こ
れ
ら
二
つ
の
影
響
は
、

地
域
社
会
の
問
題
だ
。
一
企

業
だ
け
で
解
決
で
き
る
問
題

で
は
な
い
が
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
で
あ
る
自
治
体
や
経

済
界
、
住
民
と
連
携
し
、
と

も
に
解
決
し
て
い
く
こ
と
で

道
が
開
け
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
地
域
経
済
の
縮
小
問

題
に
対
し
、
エ
ネ
産
業
が
働

き
掛
け
、
む
し
ろ
徹
底
的
に

省
エ
ネ
を
盛
ん
に
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
地
域
エ
ネ

産
業
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
専

門
家
と
し
て
企
業
や
家
庭
に

省
エ
ネ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
。
例
え
ば
自
治
体
や
商
工

団
体
、
地
域
金
融
機
関
と
手

を
組
み
、
省
エ
ネ
に
よ
る
企

業
経
営
改
善
の
仕
組
み
を
つ

く
る
。

自
治
体
は
省
エ
ネ
の
見
え

る
化
を
企
業
に
義
務
付
け
、

金
融
機
関
は
企
業
回
り
で
案

件
を
掘
り
起
こ
す
。
地
域
エ

ネ
産
業
が
詳
細
な
省
エ
ネ
点

検
を
行
い
、
商
工
団
体
が
相

談
に
応
じ
る
。
設
備
投
資

は
、
エ
ネ
産
業
や
商
工
団
体

の
加
盟
企
業
が
行
い
、
金
融

機
関
が
融
資
す
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
省
エ
ネ
促
進

の
公
共
的
な
仕
組
み
を
連
携

し
て
立
ち
上
げ
る
の
で
あ

る
。
実
際
、
地
方
経
済
産
業

局
の
支
援
で
、
こ
れ
に
近
い

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
地

域
も
あ
る
。

人
口
密
度
の
減
少
問
題
に

つ
い
て
は
、
都
市
域
拡
大
を

是
認
し
て
い
る
自
治
体
の
方

針
変
更
か
ら
始
め
る
必
要
が

あ
る
。
都
市
域
拡
大
は
都
市

計
画
で
制
限
で
き
る
。
こ
れ

も
一
企
業
で
行
う
こ
と
は
困

難
で
、
経
済
界
や
住
民
と
と

も
に
声
を
上
げ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

開
発
工
事
や
土
地
の
売
却

等
、
恩
恵
を
受
け
て
い
る
企

業
や
住
民
が
い
る
一
方
、
地

域
エ
ネ
産
業
や
古
く
か
ら
の

商
店
街
等
、
都
市
域
の
拡
大

で
不
利
益
を
被
る
企
業
や
住

民
が
い
る
。
住
民
間
の
合
意

形
成
が
不
可
欠
だ
。

最
初
の
き
っ
か
け
と
し

て
、
地
域
経
済
団
体
の
中
で

人
口
減
少
の
影
響
を
議
論
し

て
は
ど
う
か
。
地
域
エ
ネ
産

業
は
、
地
域
経
済
の
有
力
企

業
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
真

摯
で
合
理
的
な
議
論
を
す
れ

ば
、
必
ず
一
定
の
見
解
に
達

す
る
だ
ろ
う
。
人
口
減
少
の

影
響
は
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る

産
業
に
及
ぶ
か
ら
だ
。

ま
た
、
地
域
の
同
業
者
間

で
議
論
し
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
自
治
体
の
首
長
や
幹
部
と

意
見
交
換
し
て
は
ど
う
か
。

自
治
体
も
人
口
減
の
各
産
業

へ
の
影
響
を
知
り
た
い
は
ず

だ
。
デ
ー
タ
と
論
理
に
基
づ

く
意
見
な
ら
、
自
治
体
は
間

違
い
な
く
大
歓
迎
す
る
。

経
済
・
人
口
密
度
が
縮
小

地
域
関
係
者
連
携
に
活
路
を

人
口
減
と
地
域
エ
ネ
（
中
）
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